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キ．学校行事と地域の町内会事業の関連を図り、教育課程に反映している。毎年、本校を

会場に「文化祭・北山まつり」を開催している。あん摩マッサージのボランティア活

動を行ったり伝統舞踊指導の支援を受けたりすることを通して、地域と一体になった

活動を行っている。外部専門講師による箏曲・音楽・茶道のクラブ活動も行っている。 

また、理療科においては、医科大学と連携し、解剖実習を年２回病院内で実施したり、

治療院や小学校肢体不自由特別支援学級と連携した授業等地域の教育力を活用した

活動を行ったりして効果をあげている。 

 

②各学部の取組 

ア．幼稚部 

a.教育課程は、幼稚部教育要領に基づいて作成している。健康・表現等の領域毎の時数は

設定せず、総合的な力の育成を目指している。各領域の目標等は個別の指導計画に明記

し、あそびが学びに無理なくつながるように指導している。 

b.自立活動の時間の学習内容としては、教育要領の５領域と自立活動の領域との関連 

を図りながら生活経験の拡大、視覚活用・点字の触読のレディネス作り等を行っている。 

c.在籍幼児数、在籍期間等の変動に対応して指導体制を工夫し、実施している。 

d.居住地にある幼稚園との並行通園（学籍は本校）や近隣の保育園との交流を実施し、集

団学習の場を作っている。 

 

イ．小学部 

a.外国語活動においては、教科書に取り上げられている題材は視覚的な教材が多いた 

め、ＮＳ（ＡＬＴ）によるネイティブの英語に触れながら、リスニングを中心として 

外国語に親しめるよう学習を進めている。 

b.少人数化への対応として、学部全体での集会活動や校外学習等を実施している。 

c.キャリア教育の一環として、通常学級では総合的な学習の時間の中でボランティア 

活動や社会体験学習を行っている。また、特別学級では、種々の活動の中に作業的な学

習内容を取り入れ、将来の社会自立に向けての基礎的スキルの獲得を目指し系統的に指

導している。 

d.生活経験の拡大を図ることや、児童の居住地校及び近隣小学校との交流及び共同学 

習の実施を推進している。仁王小学校との交流及び共同学習は、年間行事計画へ位置づ

け、年度当初に児童の実態・ねらいについて担当者の打合せを行い、学習交流、音楽交

流に向けて継続的・計画的な取組を行っている。児童の実態に即して、通常学級は単元・

題材により教科（国語・生活等）・道徳で、特別学級は教科・領域での交流及び共同学

習も実施している。 

 

【特別学級】 

児童の発達段階等を考慮して３つの類型の教育課程を編成している。 
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習するとともに、患者及びその家族とのカウンセリング技術を向上することや社会性を

育成することを目指して、学校設定教科「人間関係学」を開設している。 

d.免許取得後の就労に向けて、十分な基礎・模擬・臨床等の実習時間を確保している。 

e.臨床実習については、地域の患者の治療をとおして地域との連携を重視しつつ臨床力の

向上に努めている。 

 

（３）教育課程に関する課題 

①学校教育課題に対応する教育の推進に係る教育課程編成及び具体的実施に向けた取組。 

②将来の長期的な見通しをもった系統性のある教育課程編成と幼・小・中・高と一貫性の

ある教育体制の整備。 

③体験的な学習の時間の確保と直接体験できない事項の指導の工夫。 

④教育課程に反映させたキャリア教育の推進。 

⑤幼児児童生徒一人一人のニーズの的確な把握と個に応じて対応する支援体制。 

⑥より相互理解につながる交流及び共同学習（居住地校交流・地域交流含む）の推進。 

⑦新学習指導要領の理念の共有化・指導力向上を図るための教職員研修の一層の充実。 

 

（４）今年度の取組 

①学校課題解決プロジェクトの提言から「基礎学力向上」、「国家試験合格率向上」を今年

度の重点課題としている。プロジェクトの提言を活かした指導に全校で取り組み、授業

改善、家庭・寄宿舎と連携した学習習慣の確立、基礎学力の実態把握と分析に基づいて

生徒個々の能力の伸長を図っている。長期休業期間・平曰も課外学習を実施している。 

②新学習指導要領の趣旨に則った、一貫性ある教育課程を編成するために、教育課程検討

委員会を経て全職員の共通理解を図り、次年度の編成に生かすよう努めた。また、習熟

度や視覚障害の状況等の生徒個々の課題については、個別の指導計画に明記し、指導形

態を工夫して指導している。 

情報、芸術、体育の各教科及び自立活動においては、それぞれの学部と連携し教員 

の専門性を活かした横断的な指導を進めている。 

③教科学習では、実験や実物、模型等を使用して触覚による観察等による視覚以外の 

感覚を活かして情報を取り入れ活用する指導を行っている。学習が進むに従って、触覚

による識別ができない事項（光・宇宙等）や抽象的な事柄が多くなってくることから、

幼少期における触覚をとおした概念形成を大事にしている。 

校外学習も、社会見学学習、宿泊体験学習（幼稚部から中学部まで）、スキー・スケー

トのウインタースポーツ（幼稚部から専攻科まで）等季節に合わせ実施しており、実際

に体験をとおして学ぶ機会となっている。 

④キャリア教育については、各学部を中心に進めてきているが、理念や課題・目標を再度

全職員で共有することにより全体計画につなげていくことができるよう、キャリア教育

の学校全体計画に向けてキャリア教育検討会を立ち上げ進めている。 
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力の向上を図っている。この他、選択教科では、学校選択とし、新学習指導要領の

各教科時数を先行実施している。 

 

  エ．高等部                 表 3-2-4 高等部教育課程表 

  高等部は、普通科、産業技術科、理容

科の３学科を設置し、将来の社会自立に

向け、社会人、職業人として必要な力を

つけるための学習に取り組んでいる。 

  普通科は、「高等学校普通科に準ずる教

育課程」、産業技術科は、「職業人として

の資質を培うための教育課程」、理容科は、

「理容師国家試験の受験資格を得るため

の厚生労働省管轄の理容師養成課程も兼

ねた教育課程」を編成している。 

  高等部では、高校生としての基礎学力

を身に付けることを目的に、３科ともに、

１年生では共通科目を履修し、産業技術

科、理容科の専門科目は、２年生から履

修するように編成している。また、重複

学級は、個々の障害の実態に応じて、小

学部や中学部からの一貫性を重視した教

育課程を編成している。 

 

②外国語活動（小学部） 

 新学習指導要領において平成 23 年度から実施される外国語活動について、本校では

平成 21 年度から試行的に取組を始めた。平成 21 年度、21 年度は総合的な学習の時間

（本校小学部では「わくわくタイム」という名称）枠のうち、年間 17 時間を設定した。 

平成21年度は、聾学校小学部としての外国語活動のあり方を模索するということで、

前期または後期という偏った時期ではなく、隔週の実施により通年外国語に触れる機

会をもてるようにした。はじめてということもあり、中・高等部所属の英語科の教員

が T1 として、小学部の担任が T2 として実施した。 

 平成 22 年度は、前年度実施した反省から前期または後期の半期にまとめて週１時間

実施した。通年にわたって実施した方が良いと考えていたが、隔週実施の場合、祝日

等で実施できないことがあり、１カ月間、活動ができなくなったことから、毎週実施

することのメリットが検討された。平成 21 年度は、英語科の教員が T1 を務めていた

が、本来小学部の授業ということ T1 はで学級担任が行い、英語科の教員は T2 を務め

るように変更した。 

 小学部は、平成 23 年度から新学習指導要領の完全実施ということで、外国語活動の

時間として位置づけ、年間 35 時間実施という本来の姿になった。年間指導計画も３年
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③ 病院への訪問と在宅児童生徒への訪問による教育の教育課程 

 病院内教室、分校、分教室が設置されていない病院に入院する児童生徒への訪問による教

育の教育課程は、「準ずる教育課程」を基本に編成している。また、それとは別に在宅児童生

徒への訪問による教育課程は、各教科等を合わせた日常生活の指導、生活単元学習を中心と

した教育課程と自立活動を主とした教育課程の２つを編成している。 

 

④ 特別支援学校（病弱）における自立活動 

自立活動の時間は、各学部及び病院内教室、分校、分教室の実態に合わせて設定し、自立

活動の内容のうち、健康の保持、心理的な安定の指導を中心に指導の充実を図っている。 

小学部、中学部においては、健康の回復と改善に対する意欲を高めるため、週 2単位時間

を設定し、多様化する疾病及び心理的状況に対応した指導を行う。 

高等部においては、週当たり１単位時間を設定し、毎日 10分間の帯時間で実施している。

内容は、生徒が継続的に健康観察を行い、データを記録・集計し、健康管理に役立てられる

よう指導を行う。 

 

⑤ 学習集団を確保するための工夫 

 各学部において１学年あたり在籍者数が少なく、年間を通して児童生徒の転出入が頻繁で

あるため、集団による学習を行うことが難しい状況にある。そのため、児童生徒が他の児童

生徒と交流したり討論したりする集団での学習が不足しがちである。そこで、Web会議シス

テムを活用し、病院内教室、分校、分教室をつないで授業を行う等の取組を平成 20年度か

ら開始した。 

また、特別活動においては、お互いの気持ちを理解し、協力し合う態度の育成を図るため、

他学年・他学部と合同で弾力的に集団を構成し、児童生徒が考え計画した活動を実施してい

る。集団での学習が望ましい教科・領域や目標及び内容が２学年まとめて示されている教科

等については、適宜他学年と合同で実施する等の工夫をしている。 

 

⑥ 教育課程編成のための校内体制 

 一人一人の病弱・身体虚弱の状態及び能力・適正等に応じた多様な教育活動の実践を円滑

に行うために、教育課程の検討・編成を行うことを目的に教育課程検討委員会を校務運営組

織に位置づけている。本委員会は、校長、教頭、部主事及び関係職員をもって編成する。委

員会においては、各学部及び病院内教室、分校、分教室の教育課程について協議し、学部間

等の一貫性及び整合性を図るようにしている。 

また、日常的に、学部会、職員会議等において教育課程編成に必要な討議、意見交換に心

がけるとともに、各学部主事及び教務主任が、各学部及び病院内教室、分校、分教室の指導

について定期的に情報交換・協議を行っている。 

  

（３）教育課程編成の課題 

①異なる疾患の児童生徒の授業について 

治療による欠席・ベッドサイドにおける授業の長期化により授業時間の確保が難しい児童

生徒と、安定して登校できる児童生徒、交通事故や耳鼻科等の病気で短期在籍の児童生徒が

同時に在籍しており、学習進度に違いが生じることが多い。 
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また、全県及び県外からの転入学があるため使用教科書も異なり、学習進度も様々である。

そのため、前籍校・病院との連携を密にし、学習進度及び治療状況等を的確に把握し、個々

の児童生徒の実態に合わせた指導内容の精選及び指導計画により、基礎・基本の定着を図る

必要がある。 

 

②前籍校において小中学校の教育課程で学んでいない児童生徒について 

特別支援学校や特別支援学級からの転入学生の中には、準ずる教育課程では対応できない

児童生徒がいる。この場合、前籍校と十分な連携を図り、学習内容を計画するとともに、担

任が一人で対応するのではなく全職員で協力して対応している。しかしながら、このような

児童生徒の在籍の割合が増えてくると対応しきれない可能性がある。 

 

③学習に必要な小集団の確保について 

少人数学級であったり、在籍児童生徒数が一定でなかったりするため、同学年による集団

が作りづらい。そのため、社会的な経験により充実感を得ることや集団で学習することによ

り喜びを感じる機会が少ないことが課題となる。 

 

④入院することになった高等学校生徒について 

毎年、高等学校から本校の高等部への転入学の希望が数名ある。しかし、本校高等部は全

日制普通科であるため、商業科や工業科など職業科の生徒が転入学する場合、本校で取得し

た単位が、前籍校において単位の振替手続きにおいて認められないことがある。そのため、

特に職業科の高等学校の生徒が入院した際に、本校への転入学は困難であり小中学部と比べ

るとその例は極めて少ない。 

 

（４）教育課程編成及び運用の重点化した取組 

①自立活動の見直し 

ア．毎朝の短時間での帯時間での自立活動の設定 

児童生徒が自らの体調を把握し、その日の体調について学級担任に伝えることができるこ

とを自立活動の指導の一つとして設定することした。 

そこで、本校の小学部・中学部では、平成 23年度から自立活動の週 2 単位時間のうち 1

時間を朝の会の後に毎日、小学部では 9分、中学部では 10分行うこととした。赤城養護学校

では、本校、分校、分教室あわせて 8 つの教場のうち、6教場が同様に行っている。この時

間の設定に伴い、病室に戻っての安静時間（午前中の 2校時と 3校時の間にある 30分の時間

（中学部では、25分））の変更や昼食時間の変更が必要となったが、各病院においても快く

時間変更に応じていただいた。 

この設定により、学級担任は、朝のうちに児童生徒の体調をこれまで以上に詳細に把握す

ることが可能となり、学級担任と教科担当教師とが連携して児童生徒の体調に配慮した指導

を行うことができるようになった。 

 

イ．ベッドサイドにおける授業が中心となる児童生徒の自立活動 

保護者や本人のニーズを把握し、心理的サポートに配慮した自立活動を行っている。学級

担任と教科担当者が連携し同一の対応で指導できるように情報交換・検討会を学部で行って
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いる。その際、資料として個別の指導計画を用いている。 

 

②在籍者数増加に対応した複数の時間割による対応 

平成 22 年度は、赤城養護学校全体の中学部３年生の約半数が群馬大学附属病院内の学級

（本校所属）に在籍していた。生徒はそれぞれ、転入学時期、病状、治療計画、使用してい

る教科書、学習の進度、学力等が異なっていた。また、中学部３年生の保護者の多くは、高

校入試に向けた教科指導の充実を願っていた。 

そこで、中学校に準ずる教育課程ではあるものの、以下のように複数の校時表による授業

を行うことによって、在籍者数の増加に対応した。 

本来、中学部３学年の時間表は１種類しかないが、登校する生徒の時間表を５種類、ベッ

ドサイドにおける授業の時間表の４種類作成して、一人一人に対応した指導が可能となるよ

うにした。また、生徒の転出入が頻繁にあるので、その都度、時間割を検討して変更し常に

最適なものにした。その結果、昨年度内で 30 回以上時間割変更が必要であった。時間表の枠

が増えれば当然、授業担当者が不足してしまうため、その時々の在籍生徒数が比較的少ない

分校・分教室の教師が授業を担当することにより対応した。 

同様に、子どもの入院が多い小児医療センター分校でも、在籍児童生徒数が急増すること

があり、全ての授業を分校の教師だけで行うことができない状況になることがある。その場

合は他の教場から教師が出向いて授業を担当している。 

 

③前籍校との交流及び共同学習、心理的なつながりを重視した取組 

入院している児童生徒は、手紙やビデオレター、Web会議等による間接的な交流及び共同

学習を実施している。また、自宅からの通学生については、居住地の小中学校において教科

学習等や学校行事における直接的な交流及び共同学習を可能な限り実施している。 

交流及び共同学習の実施にあたっては、次のような手順で進めている。 

ア．児童生徒の病状や心理面を考慮した上で、保護者や主治医に実施についての意向や配

慮事項を確認する。 

イ．相手校の管理職や学級担任と話し合い、相手校の実態や都合を考慮して計画を立てる。 

ウ．児童生徒の健康状況や配慮事項、個人情報の保護等や相手校の実態等について話し合

うとともに関係者の理解を得る。 

エ．ア～ウの過程で実施の可不可、直接的または間接的な交流及び共同学習の判断、具体

的な学習活動の内容、方法や時間等をていねいに検討する。その上で、具体的に送迎や校内

移動に必要な支援、学習活動に必要な支援等について双方が確認する。 

 

④ターミナル期の児童生徒への教育 

病状がターミナル期にある児童生徒への授業は、原則として学級担任のみで担当するので

はなく、複数の教師が担当することにしている。授業内容は、児童生徒の興味関心に沿って

行うことを基本とする。児童生徒が望めば各教科の授業を行うこともあるし、会話を楽しん

だりゲームをしたりして、心や体の痛みを和らげる内容を授業の中心にすることもある。複

数の教師でかかわることによって、その場を明るくすることができたり、会話が弾んだりし、

児童生徒の笑顔が見られることも多い。そのことは、保護者も精神的負担を和らげることに

もつながっている。また、保護者への対応は、学級担任のみではなく学部主事をはじめ、必
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の紙製品を作製）」）増やし、計 10班で実施している。 

「生活」「技能」「総合」類型は週８時間、「基礎」類型は週４時間取り組んでいる。各班

では、生徒の障害の程度に応じた作業ができるように作業工程の分割や細分化を図り、役

割分担をしている。特にメイク・エコ班は、重度・重複の生徒を中心とし、生徒が安全に

一人で作業ができることを目指して設定したものである。この作業班では、原材料に紙を

使用し、多用途の製品化に向けた作業内容を数多く設定し、生徒が使用する機具を扱いや

すくする等の作業工程や補助具の工夫を行っている。 

作業においては、流通を意識させるために製作から納品までの工程に携わる学習展開を

している。また、木工班で製作した製品に必要な部品のセットや袋詰めを軽作業班が行う

といったように、各班が連携して作業を行っている。 

 

 エ．高等部に向けた小学部及び中学部からの指導の積み上げ 

 卒業後の進路先を視野に入れた取組を進めていくには、その基盤となる小学部と中学部

での豊かな生活体験の学習、基礎・基本の学習、健康な体づくりが重要になると考える。

特に、学習の習得に時間を要する児童生徒においては、各部間で指導内容や指導方法、使

用する教材や教具等に関する情報を共有することによって相互に連携を図り、高等部の学

習に円滑に移行できるように努めている。例えば、高等部の作業学習のビルクリーン班で

は、ビルメンテナンスで実施されている清掃方法を取り入れて指導を行っているが、小学

部と中学部の清掃指導においても可能な範囲で同様の方法を取り入れている。これは、各

部によって指導方法が異なることにより、児童生徒に混乱が生じないようにするための配

慮である。 

 また、小学部と中学部での実践を高等部につなげていく取組としては、健康な体づくり

のための時間を一貫して設けていることである。具体的には、小学部では１校時に「日常

生活の指導」の時間を設定し、その時間の後半に運動を取り入れている。そして、中学部

の単一学級においては１校時に「日常生活の指導・保健体育」を、高等部の「生活」類型

と「技能」類型においても中学部と同様、１校時に「日常生活の指導・保健体育」を設定

している。さらに、小学部と中学部での「国語」と「算数（数学）」の学習では、小グルー

プによる学習や習熟度別による指導のもと基礎・基本的な内容を取り入れた各教科の指導

を行っており、高等部の生活する力につなげていきたいと考えている。 

加えて、本校の高等部では特別支援学級からの進学者が増えているが、中学部において

も同様の状況が生じている。そのため、中学部では、特別支援学級から進学した生徒の学

習意欲を高め、彼らの興味や関心を広げるよう教科別の指導を中心とした学習グループを

編制し、生徒の実態の多様化に対応できるよう検討を進めているところである。 

 

②一貫した教育課程編成をめざした各部間での各教科等の系統性の見直し 

本校は、幼稚部から高等部まで設置されており、各部間のつながりをもった教育課程の

編成を行うことが課題である。この課題に向けて現在、本校では各教科等の指導内容の系

統性について見直しを進めている。各教科等の指導内容の系統性の見直しに当たっては、

各教科等における各学年間のつながりと各部間でのつながりの二つの側面から検討を行っ

ている。具体的には、以下の取組が挙げられる。 

まず、幼稚部の「のびのび学習（環境のねらいの１つである数や言葉、自立活動を取り
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（３）教育課程に関する課題 

①キャリア教育の視点に基づく小中高の指導内容の整理 

平成 21～22 年度に「個に応じた指導の充実をめざして」のテーマで、学部及びグループ研

究を進めてきた。個別の目標や学習計画を加えた授業略案の改善を行い、集団の中で個に応じ

た指導をどのように展開するかについて授業研究を行った。その結果、学校全体として指導内

容の系統性や一貫性を確保することが課題として挙げられた。 

そのため、新学習指導要領の改訂の基本方針である「自立と社会参加に向けて職業教育の充

実」、「キャリア教育の推進」を視点として小中高の指導内容を整理した上で、授業研究を通し

て指導内容の一貫性について検討した。 

 

②高等部の類型化の評価と改善 

高等部では、平成 21 年度から学部の実態として生徒の障害や卒業後の進路希望の多様化が

挙げられていた。また、保護者からは「喫茶サービスのような実践に役立つ授業」、「重度の子

にもわかる授業」、「コース制の導入」といった具体的な要望があった。さらに、障害者就業・

生活支援センター等の関係機関から「就労希望生徒のための教育課程を検討しては」といった

助言を受け、現場実習受け入れ先の施設からは「重度の生徒の作業内容について学校から提案

してほしい」といった要望も見られた。 

これらを受けて、「自立と社会参加を推進するため、職業教育等の充実」、「障害の重度・重複

化、多様化に対応し、一人一人に応じた指導を一層充実」させるという学習指導要領改訂の基

本的考え方に基づいて、平成 22年度より前述のような 3類型の教育課程を編成した。平成 23

年度においては、類型別の教育課程の評価とさらなる改善が課題となっている。 

 

（４）課題解決に向けての今年度の取組 

①キャリア教育の視点に基づく小中高の指導内容の整理 

今年度は、「個に応じた指導の一層の充実をめざして －キャリア教育の視点を通した授業づ

くり－」を研修主題に設定した。さらに、「キャリア」や「キャリア教育」の定義を職員間で共

通理解した上で、小中高の指導内容の系統性を整理するために「キャリアの発達段階表」を作

成した(表 3-6-2)。 

「キャリアの発達段階表」は以下の手順で作成した。協和養護学校の「個別の教育支援計画」

の実態項目である「基本的生活習慣、意思交換、集団参加、作業能力、知的能力、健康・体力・

運動能力」のそれぞれについて、小学部、中学部、高等部を卒業するまでに身に付けたい力を

書き出した。それぞれの身に付けたい力を国立特別支援教育総合研究所(2011)の「キャリア・

プランニング・マトリックス」の 4能力領域及び育てたい力と関連づけた。 
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表 3-6-2 児童生徒につけたい力(一部) 

 小学部 

(できることが嬉しい) 

中学部 

(人に認められて嬉しい) 

高等部 

(人の役に立って嬉しい) 

基

本

的

生

活

習

慣 

・箸を使い食器を持って、

ご飯やおかずを順番に食

べることができる。（人

間：清潔、身だしなみ）※ 

・好き嫌いを減らし、偏食

を軽減することができる。

（人間：清潔、身だしなみ） 

…(略) 

・場に応じた身支度ができ

る。（人間：場に応じた言

動） 

…(略) 

・食事・排泄・着替えを時と

場合に応じて自分で判断して

行える。（人間：場に応じた言

動） 

…(略) 

意

思

交

換 

・やりたいことや思ったこ

とを伝えることができる。 

（人間：意思表現） 

…(略) 

・自分の意思を自分の表現

方法で（言語表現態度や表

情等）相手に伝えることが

できる。（人間：意思表現）

…(略) 

・必要な場面（困った時や分

からない時等）で報告・質問

ができる。（人間：意思表現）

…(略) 

 …(略) …(略) …(略) 

※表中の括弧内はキャリア・プランニング・マトリックスの(4 領域：育てたい力)を示し

ている。4 能力領域のうち人間関係形成能力は「人間」、情報活用能力は「情報」、将来設

計能力は「将来」、意思決定能力は「意思」と記述した。 

 

学部ごとにキャリア教育に関連した研究テーマを設け、「キャリアの発達段階表」をもと

に指導内容を検討しながら授業を構成し、授業研究を行った。指導案の主な学習活動にキ

ャリア教育の視点を明記し、授業の評価してほしいポイントに必ずキャリア教育の視点を

１つ入れることにした。 

小学部は「意思決定能力を育む授業づくり」をテーマに設定し、生活単元学習での動物

や七夕飾り等の製作や調理、働く活動といった指導内容を通して、意思決定能力の領域に

焦点を当てた研究を進めた。中学部は「中学部としての進路を考えた授業づくり」をテー

マに設定し、作業学習の場面におけるキャリア教育の発達段階を取り入れた授業づくりに

取り組んだ。高等部は「卒業後の生活を見据えたキャリア教育の視点を通した授業づくり 

－「職業」「家庭」「自立活動」において、生徒一人一人が生き生きと主体的に授業に参加

できることを目指して－」をテーマに設定し、職業コース、作業コース、自立活動コース

に分かれて授業研究を行った。それぞれのコースがキャリア教育発達段階表をもとに授業

内容を見直すことで、系統性のある授業づくりに取り組んだ。 

その結果、小学部では、製作や調理といった指導内容を通して自己選択や活動への集中

力の向上、自己選択を指導すると同時に友だちに譲ったり、順番を守ったりする場面の設

定も必要であること、働くことの意義を小学部段階から継続して指導していくことの重要

性が明らかになった。また、小学部の生活単元学習においても、能力別にグループ分けし

て活動内容を構成する取組が有効であること、授業だけでなく学校や家庭の生活の中で自

己選択する機会を設けることが大切であることが明らかになった。 
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（５）取組の成果と今後の課題 

教育課程の基本方針を整理・見直ししたことにより、学部間での各教科等の指導におけ

る接続性、部をわたっての関連性について一定の整理ができた。また、個別の指導計画の

自立活動部分を含めて個別の指導計画を見直すことにより、児童生徒個々の実態やそれか

ら考えられるニーズに応じた自立活動の指導目標の設定、時間における指導と教科等の指

導における指導内容の整理をすることができた。さらに、授業研究により実践の深まりが

みられた。外部専門家を活用した研修では、自立活動の指導に必要な知識や技能を高める

こともできた。こうした一連の取組により、複数の部と学部のある本校が課題としていた

各学部間と部間の一貫性と系統性の構築に向けての枠組みができた。 

特に大きな成果は、研究や研修の取組により、教師が授業実践を振り返り、授業改善に

役立てようとする意識や行動変容が見られ始めていることである。こうした動きが出てき

たのは、「個別の指導計画を活用して系統的な指導を行っていくためには、各領域・教科の

目標や内容を十分に理解した上で、児童生徒一人一人に適切な指導目標や指導内容を設定

し、授業実践、評価、授業や個別の指導計画の改善をするというサイクルが重要である」

ことを全校で共通理解できたことが大きいと考える。今後の課題としては、個別の指導計

画を活用して授業改善を推進する中で、目標設定、支援・指導の方法、評価の妥当性を検

討する仕組みを構築したい。 

 

（長沼 俊夫・原田 敬子） 
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 看護師は主に肢体不自由教育部門の教育活動を、教員と連携しつつ支える役割を担ってい

る。今年度より、知的障害教育部門にも医療ケア等を必要とする児童が転入してきたので、

両部門において、医療ケア等についての検討がなされることとなった。 

 ＰＴ・ＯＴも、その高い専門性をもって、担任をサポートする形でかかわっている。具体

的には、朝の会・給食指導の場面等多くの機会を捉え、児童・生徒と接点を持ちつつ、指導

に携わっている担任からの質問に答えたり、アドバイスしたりしている。 

 （４）②アで述べたように、「総括、学部・コース長連絡会」では、限られた施設設備を

より効果的に使用するための調整を行った。児童生徒数の増加に対応するため、限られた

数の教室だけでなく、教室に面した廊下やプレイホールも、場合によっては学習の場とし

て活用することを検討した。また、特別教室使用割当の調整時には、スムーズに交替でき

るようお互いが準備・片付けの時間も活動の時間に含めて、計画・実施しあうことを確認

した。 

 

③各部門の専門性の共有及び活用 

 平成 21～22 年度、全校で取り組んだ「キャリア教育」研究は、お互いの教育課程につい

て、教員同士が学び合うよい機会となった。肢体不自由教育部門における「キャリア教育」

のとらえ方と知的障害教育部門におけるそれとは、共通する基本的な考え方がある一方、

異なる部分もあり、研究を進めていく中で、両部門の教員がお互いの教育課程や、教育活

動の中で大切にしていることについて理解し、各部門の専門性を共有するよい機会となっ

た。 

 今後は各部門の専門性を活用していく視点で、指導体制や合同の授業の在り方等に検討を

加えていくことが必要である。 

 

④職業教育の見直し 

本校は、学校教育目標に「自立と社会参加」をかかげ、「生きる力」を育む教育課程を編

成し、開校した。その当初から目指してきた「金沢のキャリア教育」と、実際に取り組んで

きている「職業教育」との関連を見直していた。その流れに、平成21～22年度には、神奈川

県からの委託を受け「キャリア教育」をテーマとした研究への取組が加わった。 

研究の進め方として、（３）①ウで述べたように、部門ごとに研究・研修を進めたが、年

に数回、全校研究として、講演会・研修会・報告会等を開いた。このことによって、他部門・

学部の研究の進捗状況、教育課程の内容等について、共通理解を深めることができた。これ

は次に述べるように「キャリア教育」というテーマに、両部門が共通の主題として取り組む

ことができたからである。 

肢体不自由教育部門には、いわゆる重症心身障害の児童生徒も在籍している。こうした本

校がキャリア教育研究に取り組む意味は、単に職業観・勤労観を育む知的障害教育における

キャリア教育ではなく、重度重複そしていわゆる重症心身障害の児童生徒までをも含めた特

別支援学校におけるキャリア教育はどうあるべきかを研究することにあった。 

すべての児童生徒が、支援を受けながら地域で将来自立し社会参加していかれるようにす

るには、その基礎となる「生きる力」を、肢体不自由教育部門でも知的障害教育部門でも、

小学部段階から意識していく必要があると考えた。 

- 128 -



129 
 

- 129 -



130 
 

 

3  

 

 

 

 

 

 
 

 

- 130 -




